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未来の
医療の
ために

「臨床研究」「治験」と聞いて、皆さんはどんなイメージを抱かれますか？

怖さや不安、抵抗を感じる方も多いかもしれません。しかしながら、臨床研究

や治験に協力してくれる患者さんがいるからこそ、医療はここまで発展

することができました。まずは、臨床研究を通してどのように新しい医療が

生まれていくのか、また生まれたものが実際に医療現場でどのように活用

されているのかに触れてみませんか？研究者、患者さん双方の立場の方

からお話を聞くことで、臨床研究・治験への考え方が変わるかもしれません。

―臨床研究・治験を知る―
参加費｜無料 申込｜不要

2.5［日］2023

YouTubeライブ配信
14：00～15：40 YouTubeで視聴する

https://youtu.be/
bSf2z8eBSxU
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パネリスト iACT 臨床研究支援部 
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